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災害，事件・事故後の子どもの心理支援研究会
•窪田由紀 ・冨永良喜
•小林朋子 ・狐塚貴博
•樋渡孝徳 ・山下陽平

心理臨床学会支援活動委員会
• 窪田由紀 ・小林哲郎
• 石川悦子 ・緒方登士雄
• 香野毅 ・佐藤由佳利
• 辻井正次 ・湯野貴子
• 吉村隆之

資料作成・収集 協力
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児童生徒
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担任教師等

学校（管理職等）

教育委員会

スクールカウンセラ
―

都道府県士会
SC委員会等

文科省など 日本臨床心理士会等

スクールカウンセラ―による様々な
対象への支援の枠組み



休校期間中の児童生徒に対して

•直接的な支援～ほとんど困難
•（学校に出向いての）対面カウンセリング，電話
•（条件が整えば）オンラインカウンセリング

•学校，教師を通しての間接的な支援
•スクールカウンセラ―通信による啓発
•ストレスマネジメント、新型コロナ対応など

•（担任教諭等を通しての）特定の児童生徒への声
かけ



休校期間中の保護者に対して

•直接的な支援～ほとんど困難
•（学校に出向いての）対面カウンセリング，電話
•（条件が整えば）オンラインカウンセリング

•学校，教師を通しての間接的な支援
•スクールカウンセラ―たよりによる啓発
•新型コロナ対応、児童生徒への関わり方など

•（担任教諭等を通しての）特定の保護者への声か
け



休校期間中の学校・教師に対して

•休校期間中，登校再開に向けての児童生徒，保
護者支援に向けての支援
•学年初めの児童生徒、保護者との関係作りの支援
•児童生徒（保護者）のアセスメントの視点の提供
•特定の児童生徒の理解と支援に関する助言

•情報や資料・教材の提供
•新型コロナ対応に関する啓発資料（一般的知識、児
童生徒への啓発）
•新型コロナ対応に関する心理教育教材



休校期間中の学校・教師への支援
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まずは、学校全体の状況把握

• 教師の出勤状況（←教育委員会の方針）

• SCの出勤/学校との連絡状況
• 在宅勤務 ・自宅待機 ・必要に応じて出勤 ？？

• 電話 ・メール ？？？

• 休校期間中の教育の実施状況
• 課題配布 ・動画配信 ・オンライン授業 ？？

• 学校から家庭への連絡方法
• 電話 ・ホームページ ・一斉メール

・双方向メール ・ライン ？？
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学年初め/更なる休校延長に際しての
児童生徒，保護者との関係作りの支
援

• 参考：新型コロナウイルス感染症対策のために小学
校、中学校、 高等学校等において臨時休業を行う場合
の学習の保障等に ついて（通知） 4月21日

• https://www.mext.go.jp/content/20200421-
mxt_kouhou01-000004520_6.pdf

②児童生徒の心身の状況の把握と心のケア等に関すること

学級担任等を中心として、電話等を通じ、臨時休業に伴い自宅で
過ごす児童生徒及びその保護者との連絡を密にし、休校期間中に
おいて必ず定期的に 児童生徒の心身の健康状態を把握すること
（概ね２週間に１回程度）。その際、保護者だけではなく、児童
生徒本人とも直接電話等で会話するなどして、児童生徒の状況を
的確に把握すること。

実態はさまざ
ま

学習面に偏っ
た連絡？
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• 担任向け休校中の子ども支援チェックシート
• 休校延長となった現時点での担任からの改めての

声かけ→学校との繋がりの再認識・安心感

• 地域や学校の状況に応じた2つのステップでの子
どもや保護者との関係づくり
• STEP１：教師から保護者、児童生徒への声かけ

生活の様子を尋ねることを通しての関係作
り

• STEP2：（関係づくりの上で）保護者や児童生徒の困
り事やス

トレスについて尋ねる

→生徒指導部、学年での検討やSCへ

学年初め/更なる休校延長に際しての
児童生徒，保護者との関係作りの支
援
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保護者 

✔ 項目 

 家庭での過ごし方（例：おうちでの様子はいかがですか？） 

 就寝時間と起床時間（例：生活リズムはどんな感じですか？） 

 睡眠（例：寝つきは良いですか、途中で起きたりしてませんか、朝すっきり起きら

れていますか？） 

 食事（例：3 食食べていますか、量はこれまでと比べてどうですか？） 

 様子の変化（例：以前の様子と変わったことはありませんか？） 

 心配な点（例：何か気になる点はありますか？）  

 

STEP１：子どもや保護者との関係づくりを
進めていきましょう

話をしているときは、会話の内容だけでなく、子どもや保護者の口調や後ろから聞
こえてくる音などにも注意するとよいでしょう。

作成：災害、事件・事故後の子どもの心理支援研究会
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情報や資料・教材の提供のために

～SCのための各種啓発資料活用ガイド～
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SC自身・教師自身の理解を深めるために

• 新型コロナウイルス下の心理社会的支援の基
本
• IASC，新型コロナウィルス流行時の心のケア：

ブリーフィングノート（暫定版）、March 2020
「新型コロナウイルス感染症（COVID-19 ）の流
行時の心のケア Version 1.5」日本語版

• IASC，Interim Guidance for COVID-19 
Prevention and Control in Schools, March 
2020

（日本語サマリーは日本ユニセフ協会HPにあり
ます）

• 日本赤十字社のWebページ日本臨床心理士会教育領域担当者会議

https://www.ajcp.info/heart311/wp-content/uploads/2020/03/IASC_BN-on-COVID-MHPSS1.5_Japanese_0323.pdf
http://www.jrc.or.jp/activity/saigai/
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SC自身・教師自身の理解を深めるた
めに

• IASCガイドライン（2020）における強調

感染症による危機対応において、メンタルヘル
スや心理社会的な配慮を必ず含まなければなら
ない。

• メンタルヘルスや心理社会的な事柄について理解
し取り組むことは、伝染を抑止し、その集団の健
康および゙困難な出来事への対処能力に、長期間影
響を与えるようなリスクを防ぐ鍵となる。

• 新型コロナウイルス感染症に関する正確な情報が
すぐ゙に利用できるようにし、そうした情報には、
感染予防のための科学的根拠に基づいた情報と共
に、心理社会的な健康を増進するようなメッセー
ジを含む必要がある。
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• IASCガイドライン（2020）内容の概要
• 新型コロナウィルス感染症に対する心理社会的反

応とはどのようなものか（パンデミックに特有の
ストレス、および心理社会的リスク）

• 感染流行地域において、心理社会的支援活動に含
まれるべきもの（ノーマライゼーション、回復力
の強化に役立つ活動、PFAなど）

• 特定のリスクを持った人々への支援活動の推奨内
容（高齢者、子ども、障害を持つ人々、医療従事
者とその家族など）

SC自身・教師自身の理解を深めるた
めに
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SC自身・教師自身の理解を深めるた
めに

• 安全な学校運営のための行動指針から
子どもたちのメンタルヘルス、心理社会的ニーズへの
対応
IASC, Interim Guidance For COVID-19 Prevention 
and Control in Schools, March, 2020（日本ユニセ
フ協会HP参照
https://www.unicef.or.jp/news/2020/0042.html）

• 学校の先生方が子どもたちに対してできること
• 子どもたちが心配や疑問について話し合えるようにする

• 色々な反応があっても当然であることを伝える

• もし何か心配や疑問があればいつでも先生たちに話して
良いことを伝える

• 率直に、そして年齢にあった方法で情報を伝える

• 生徒同士でどのように支えあえるかを教え、差別やいじ
めを防止するようにする

• 落ち込みが見られる生徒やスタッフをサポートするため

日本臨床心理士会教育領域担当者会議
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• 安全な学校運営のための行動指針から
• 親や保護者が子どもに対してできること

• 子どもたちの声に積極的に耳を傾け、理解する態度を奨
励しましょう。子どもたちは、いつも以上に大人からの
関心と愛情を必要としています。

• 子どもたちは、不安な状況に様々な反応をしますが、通
常、安全で支えのある環境の中で、不安な気持ちを表現
したり、やりとりしたりすることができれば、安心感を
得ます。感情表現を見守りましょう

• 大人たちが冷静に落ち着いた態度でいることが子どもに
安心を与えます。

• 子どもの日課、遊ぶこと、リラックスすること、学ぶこ
となどの日常が子どもの回復力を助けます。

• 子どもの発達段階に合わせて、大人が今の状況を説明
し、子どもの意見や考えを表現できるようにしましょ
う。

＊これらは、学校、家庭での心のケアを伝える内容
の参考となる。

SC自身・教師自身の理解を深めるた
めに
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保護者の支援のために
• 保護者対象啓発資料

• 北海道臨床心理士会教育領域員会作成資料
←休校開始直後に作成・提供

• 安全な学校運営のための行動指針から（IASCガ
イドラインfor School 前掲資料）

• 新型コロナウイルスについて子どもに話す
（NASP→日本学校心理学会）

＊心理臨床学会新型コロナウイルス対応に関する情報
→（イ）保護者の皆様へ

https://www.ajcp.info/heart311/?page_id=4243
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（曖昧で断続的な）
喪失体験
日常生活
行事・部活
楽しみ

先の見通せなさ・
不安

「行きたい」と言い
にくいあきらめ
決定権がない

学習の遅れへ
の懸念

活動・運動
不足

生理的変化
生活習慣の乱
れ・変更

ゲームやネット
の時間増

情報の不足

自分の行動の是
非が？

感染へのおそれ
デマや噂

友人関係な
どの希薄化
新クラス？

保護者のストレス
生活状況の変化

いわゆる
ストレス反応
（断片しか見えて

いない）

子どもの個別性、
特徴、あらわれが
際立ちつつあ
る！？

ポジティブな
状況

例えば（元）不登
校の子ども

生活の場が息苦し
くて、放デイに避難
してくる子ども

児童生徒の支援のために 児童生徒の実態を知
る

・ ｾｰﾌﾞ･ｻﾞ･ﾁﾙﾄﾞﾚﾝ･ｼﾞｬﾊﾟﾝ 「子どもの声・気持ちをきかせてください！」緊急子どもｱﾝｹー ﾄ結果
（2020.3.27速報）
・放課後デイサービスの子ども・保護者・スタッフへの聞き取り から

姿の見えていな
い子ども
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SCのターゲットを拡げる！

医療や福祉
とつなげる
必要がある
子どもたち
不登校や不適
応等のこころの
問題を抱えた子
どもたち日常の学校生活の中で

の困りごとを抱えた子ど
もたち

平時のSCのターゲット

医療や福祉とつ
なげる必要があ
る子どもたち不登校や不

適応等のここ
ろの問題を抱
えた子どもた

ち友達と遊んだり、話
したりすることで元

気をもらう
子どもたち

休校・自粛下にある状態下
でのSCのターゲット

児童生徒の支援のために
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家庭での支援

学校=社会

家庭

自
分

学校=社会

家庭

自
分
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児童生徒の支援のために

• 小学生対象
• レジりん通信 レジリエンスの科学的知見に基づ

いて作成された資料 すでに北海道から長崎県までの多くの学校
で活用

・健康戦士コロタイジャー エビデンスに基づいた
子ども向けの動画コンテンツ（思いやり、メタ認知な
どもテーマに）

• 中高生対象
• 教材 新型コロナウイルスを知って対処を学ぼう

健康アンケートと連絡ノート（紙版・
Googleフォーム版）

日本臨床心理士会教育領域担当者会議

http://tomokoba.mt-100.com/?p=65
https://mt-100.com/corotaiger/
http://traumaticstress.cocolog-nifty.com/ver02/2020/04/post-6d77a2.html
http://traumaticstress.cocolog-nifty.com/ver02/2020/04/post-8e68ad.html


• 今回提示した資料は、いずれも例示です。

• 申し上げるまでもありませんが、それぞれの
実情に応じて、アレンジしてお使いくださ
い。

• このほか、直接SC向けでなくても、参考にな
る資料を多く掲載しておりますのでそちらも
ご活用ください。
• 心理臨床学会新型コロナウイルス対応に関する情報

• https://www.ajcp.info/heart311/
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